
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

○補助先及びその選定過程
早期・探索的臨床試験拠点の選定結果について（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001jym4.html）
平成２４年度臨床研究中核病院整備事業の公募結果について（http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002bfqp.html）
臨床研究中核病院の公募について（http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002th21.html）
再生医療臨床応用実用化推進事業の実施について （http://www.mhlw.go.jp/bunya/iryou/iryousaisei.html）
○事業実施状況等
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/chiken/

・補助対象施設への交付決定額（補助対象施設からの申請後、速やかに55億円を交付決定）
・補助対象施設における執行額（平成25年度終了までに55億円を執行）

・治験実施数
　臨床研究中核病院等における治験実施数が、整備開始時から2015年までに１割程度増加。

①平成23年度より、早期・探索的臨床試験拠点整備事業を開始。
平成23年度に対象５施設を選定し、整備しているところ。
これまでに各施設において、ヒトに初めて薬物を投与又は機器を使用する臨床研究に関して、専門人材の雇用、研究基
盤整備などを実施している。

②平成24年度より、臨床研究中核病院整備事業を開始。
平成24年度に対象５施設を選定し、整備しているところ。
これまで各施設において、国際水準の臨床研究・医師主導治験に関して、専門人材の雇用、研究基盤整備などを行って
いる。

③臨床研究中核病院整備事業の施設を新たに５施設選定・整備する予定。
平成25年２月公募開始、３月公募終了、４月19日に選定。今後、事業計画書の提出があり次第、専門家による精査を実
施したうえで、交付決定通知を発出し、事業開始予定。

④再生医療臨床応用実用化推進事業の施設を新たに２施設選定・整備する予定。
平成25年２月公募開始、３月公募終了、２機関（大阪大学、東京女子医科大学）を選定。今後、交付決定通知を発出し、
事業開始予定。

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　　■補助金　　　□負担金　　　□交付金　　　□貸付金　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

選定先機関との間で実務担当者会議を開催し、執行計画の精査・執行の早期化に努める。

平成24年度補正予算額 ５５億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

最先端の医薬品、医療機器、再生医療等の研究・開発を推進するため、医療機関・研究機関の中から臨床研究中核病
院等を選定し、併せて必要な設備整備を行う。

対策における施策の名称
革新的医薬品の創出等の推進：医薬基盤研究所における創薬支援機能の強化、臨床研究中核病院等における治験環
境の整備、iPS細胞等の再生医療臨床応用実用化に向けた人材養成のための体制整備、開発途上国向け医薬品研究
開発の促進

（事業名） 民間投資を喚起する治験環境等の整備 新規/既存 □新規　　　■既存

対策の柱立て（小区分①） （２）研究開発、イノベーション推進

担当課 研究開発振興課

対策の柱立て（小区分②） ②医療関連イノベーションの促進

事業番号 154

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（厚生労働省）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局 医政局

対策の柱立て（中区分） １．民間投資の喚起による成長力強化

②臨床研究中核病

院（既存）の整備 

国 

③臨床研究中核病院の新たな施設選定・整備 

④再生医療臨床応用実用化推進事業の施設選定・整備 

【進捗ステップのイメージ図（補正予算）】 

①早期・探索的臨床試験

拠点（既存）の整備 


